































『小学校学習指導要領』（2008年 3月）第 2章「各教科」・第 2節「国語」・第 2「各学年の目標及び







































































































































五社＝「春望」（杜甫）光村 2年・東書 2年・三省 2年・学図 3年・教出 3年
四社＝ 「黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之くを送る」（李白）光村 2年・東書 2年・三省 2年・教出 3
年
二社＝「絶句」（杜甫）光村 2年・三省 2年，「春暁」（孟浩然）光村 2年・三省 1年
一社＝ 「元二の安西に使ひするを送る」（王維）学図 3年，「静夜の思ひ」（李白）」学図 3年，「早




























と意味づけられている。選択科目である「国語表現」・「現代文 A」・「現代文 B」・「古典 A」・「古典 B」
の 5科目は，原則として「国語総合」を履修した後に履修することになる。『高等学校学習指導要領』























































































































































































































































 6 各出版社の HPに掲載される教科書の目次等による。
 7 『千字文』の書名は，和邇吉師による漢籍の将来を記した『古事記』の記載に『論語』と並んで認められる。






 9 『俳句で綴る変哲半生記』（2012年 12月，岩波書店刊）の「小沢昭一句集」所収。
 10 土岐善麿は『新訳杜甫詩選』第 1巻（1955（昭和 30）年 11月，春秋社刊）あるいは『新訳杜甫』（1970（昭和
50）年 3月，光風社書店刊）に，次のように訳している。
国破れて　山河はあり  　　　　国破山河在
春なれや　城辺のみどり  　　　城春草木深
花みれば　涙しとどに  　　　　感時花濺涙
鳥きけば　こころおどろく  　　恨別鳥心驚
のろしの火　三月たえせず  　　烽火連三月
千重に恋し　ふるさとの書  　　家書抵萬金
しら髪は　いよよ短く  　　　　白頭掻更短
かざしさえ　さしもかねつる  　渾欲不勝簪
